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宮
ノ
尾
文
書
の
中
に
天
明
６（
１
７

８
６
）年
２
月
付
け
の「
山
田
村
神
社
萬

書
上
帳
控
」が
あ
る
。
こ
れ
は
、
地
誌

の
編
纂
の
た
め
に
提
出
さ
れ
た
も
の
を

控
え
と
し
て
残
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

江
戸
時
代
の
筑
前
に
お
け
る
地
誌
の

代
表
的
な
も
の
と
し
て
、「
筑
前
国
続
風

土
記
」『
本
編
』・『
附
録
』・『
拾
遺
』の

３
つ
が
あ
る
。『
本
編
』は
貝
原
益
軒
の

編
纂
に
よ
る
も
の
で
、
元
禄
16（
１
７

０
３
）年
に
藩
主
に
献
上
し
て
い
る
。

　

地
誌
の
編
纂
は
各
藩
で
行
わ
れ
た

が
、
こ
れ
は
、
地
誌
の
編
纂
が
藩
の
治

政
を
権
威
付
け
す
る
に
は
有
効
で
あ
る

け
る
山
田
村
の
神
社
の
詳
細
を
知
る
こ

と
が
で
き
る
資
料
で
あ
る
。

【
山
田
村
神
社
萬
書
上
帳
】

● 

氏
森
宮　
神
殿
は
、
一
間
四
面
の
大

き
さ
で
あ
る
。拝
殿
は
、横
が
二
間
半
、

長
さ
一
間
一
尺
で
、
渡
殿
は
長
さ
一

間
半
、
横
一
間
半
の
大
き
さ
で
あ
る
。

● 

氏
森
宮
神し

ん
で
ん田　
藩
主
黒
田
長
政
公
の
寄

付
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
三
畝
の
神
田
が

あ
る
。

● 

氏
森
宮
鳥
居　
山
田
村
大
庄
屋
秋
武

五
八
郎
が
宝
永
４（
１
７
０
７
）年
８

月
に
建
立
し
た
も
の
で
、
高
さ
一
丈
、

廻
り
四
尺
八
寸
の
大
き
さ
で
あ
る
。

●
氏
森
宮
石
灯
籠

・�

山
田
村
吉
田
善
兵
衛
が
正
徳
２（
１
７

１
２
）年
５
月
に
一
対
を
寄
進
し
た

（
高
さ
六
尺
、
廻
り
二
尺
六
寸
）。

・�

山
田
村
秋
武
五
平
、
万
三
郎
が
正
徳

２
年
11
月
に
一
対
を
寄
進
し
た（
高
さ

六
尺
、
廻
り
二
尺
六
寸
）。

・�

福
岡
藩
家
老
黒
田
美
作
が
明
和
５（
１

７
６
８
）年
６
月
に
一
対
を
寄
進
し
た

と
伝
え
ら
れ
て
い
る（
高
さ
七
尺
、
廻

り
一
尺
五
寸
）。

・�

宗
像
郡
赤
間
町
松
尾
善
十
郎
、
同
太

左
衛
門
が
安
永
３（
１
７
７
４
）年
正

月
に
一
対
を
寄
進
し
た（
高
さ
六
尺
、

廻
り
六
寸
四
方
）。

（
参
考
）

●
一
間
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約
１
・
８
メ
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ト
ル
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一
尺
＝
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●
一
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＝
約
３
セ
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●
一
丈
＝
約
３
メ
ー
ト
ル

つ
づ
く

山
田
村
神
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萬
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上
帳
控
①
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史
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た
め
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中

で
、
福
岡
藩
士
の
加か

と
う藤
一い

ち
じ
ゅ
ん純（
号
は
虞ぐ

山
）は
、鷹た

か
と
り取

周し
ゅ
う
せ
い成

を
助
手
と
し
て
、『
本

編
』を
補
う
た
め
に
天
明
５（
１
７
８

５
）年
か
ら『
附
録
』の
編
纂
に
着
手
し

た
。
加
藤
一
純
は
藩
内
の
村
々
を
綿
密

に
実
地
調
査
し
、
寛
政
５（
１
７
９
３
）

年
４
月
に
40
巻
を
藩
に
上
進
し
た
。

　
こ
の「
山
田
村
神
社
萬
書
上
帳
控
」は
、

表
紙
に「
風
土
記
御
仕
立
ニ
付
」と
書
か

れ
て
お
り
、「
筑
前
国
続
風
土
記
附
録
」の

編
纂
の
た
め
に
作
成
さ
れ
た
。
文
書
の

奥
書
に
は
、
天
明
６（
１
７
８
６
）年
２

月
の
日
付
と
山
田
村
庄
屋
及
び
組
頭
３

名
の
責
任
者
の
名
前
が
書
か
れ
て
い
る
。

　

こ
の
書
上
控
帳
に
は
次
の
よ
う
な
加

筆
が
さ
れ
て
い
る
。

　
「
此
帳
面
寛
政
弐
年
戌
ノ
四
月
加
藤

虞グ

山
様
御
出
郡
、
虫
生
津
村
御
泊
リ
之

節
、
村
々
庄
屋
中
御
許
出
ニ
而
御
引
合

被
遊
候
、
其
節
庄
屋
藤
十
郎
代
ニ
組
頭

喜
十
郎
方
帳
面
も
た
せ
指
出
候
也
」

　

こ
れ
に
よ
る
と
、
寛
政
２（
１
７
９

０
）年
４
月
に
、
加
藤
一
純
が
虫
生
津

村（
現
在
の
遠
賀
町
大
字
虫
生
津
）に
宿

泊
し
た
際
に
、
こ
の
書
上
帳
を
庄
屋
藤

十
郎
に
代
わ
っ
て
組
頭
の
喜
十
郎
に
持

た
せ
て
差
し
出
し
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
書
上
帳
は
、『
附
録
』の
編
纂
が
開

始
さ
れ
た
翌
年
に
は
既
に
作
成
済
み
で

あ
っ
た
が
、
加
藤
一
純
が
こ
れ
を
受
け
取

る
ま
で
に
４
年
の
歳
月
が
流
れ
て
い
る
。

　
藩
に
上
進
さ
れ
た『
附
録
』で
は
知
り

得
な
い
こ
と
が
、
こ
の
書
上
帳
に
詳
細

に
記
録
さ
れ
て
い
る
。
江
戸
時
代
に
お

レ
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